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 氏 名 田 中 智 大 
（論文審査の結果の要旨） 
本論文は、降雨の時空間分布の影響を考慮して降雨強度データから年最大洪水ピーク
流量の確率分布を推定し水害リスクカーブを導出する手法を開発するとともに開発し
た手法を実流域に適用して水害リスクを定量的に評価したものであり、得られた主な研
究成果は次のとおりである。 
１）水害リスクカーブの作成に必要となる多数の降雨流出・氾濫シミュレーションを効
率的に実施するために、降雨流出現象と洪水氾濫現象とを異なる空間分解能で計算して
両者を自動的にカップリングする降雨流出・氾濫一体型モデルを開発した。このシミュ
レーションモデルを実流域に適用し、高速かつ十分な精度で洪水氾濫現象を表現するこ
とを確認した。 
２）開発した降雨流出・氾濫一体型モデルモデルを用いて降雨量と浸水被害額との関係
を求め、年最大浸水被害額の確率分布（水害リスクカーブ）を導出する手法を新たに提
案した。導出した手法を用いて実流域での治水経済効果を評価し、治水施設による年間
洪水被害軽減額の期待値を算出することに成功した。 
３）水害リスクカーブの作成手法の基礎となる総合確率法を改良し、流域平均総降雨量
と降雨継続時間との結合分布を考慮した新たな年最大洪水ピーク流量推定手法を導出
し、より合理的な年最大洪水ピーク流量の確率分布を得ることに成功した。 
４）この改良総合確率法を拡張し、さらにコピュラ関数を用いて降雨量と降雨継続時間
との結合分布関数を構成することで、水害リスクカーブの推定精度を向上させることに
成功した。また、新たな手法で作成した水害リスクカーブから得られる年平均浸水被災
頻度が、過去の洪水記録と整合することを示した。さらに、任意の再現期間に対応する
被害額の空間分布（浸水被害確率マップ）を作成する手法を新たに開発した。 
以上のように、本論文は、降雨の時空間分布の不確かさを考慮した上で年最大洪水ピ
ーク流量の確率分布を推定し水害リスクカーブを導出する手法を開発するとともに、開
発した手法を実流域に適用して水害リスクを定量的に評価したものであり、学術上、実
際上寄与するところが少なくない。よって、本論文は博士（工学）の学位論文として価
値あるものと認める。また、平成２８年７月２７日、論文内容とそれに関連した事項に
ついて試問を行って、申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認
し、合格と認めた。 
 
 
 
 
